
ジ
ャ
イ
ナ
教
と
佛
教
と
は
、
そ
れ
ら
の
興
起
時
代
、
布
教
活
動

の
範
囲
に
お
い
て
共
通
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
教
義
に
お
い
て
も

お
互
に
交
渉
関
係
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
戒
律
に
関
し
て
も
、

両
宗
教
は
深
い
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー

ラ
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
第
二
十
四
祖
で
あ
り
、
彼
よ
り
二
五
○
年
前

の
聖
者
で
あ
る
パ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
は
第
二
十
三
祖
で
あ
る
。
そ
れ

以
前
の
祖
は
す
今
へ
て
歴
史
的
人
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
マ
ハ
ー

ヴ
ィ
ー
ラ
の
時
代
に
も
。
ハ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
の
教
徒
が
い
た
と
い
わ

れ
、
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
は
パ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
の
学
説
や
戒
律
を
か

な
り
受
継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
サ

ｑ
■
■
■
■
■
■
ｑ
叩
ｑ
■
日
■
ぜ
■
■
■
■
・
呂
国
ロ
ロ
■
・
■
■
■
■
■
■
■
再
■
■
且
■

研
究
ノ
ー
ト佛
教
と
ジ
ャ
イ
ナ
教

ｌ
五
戒
、
八
斎
戒
を
中
心
に
し
て
Ｉ

ン
ガ
が
形
成
さ
れ
、
種
々
の
戒
律
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
ブ
ッ

ダ
は
、
同
じ
沙
門
道
の
流
れ
を
く
む
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
戒
律
を
参
考

に
し
、
そ
の
一
部
を
採
用
し
、
佛
教
サ
ン
ガ
に
適
し
た
戒
律
を
作

り
あ
げ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
は
戒
に
相
当
す
べ
き
も
の
に
禁
戒

（
ぐ
３
国
）
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
殺
生
（
巨
信
鼠
）
、
虚
偽
（
騨
肩
§
）
、

倫
盗
（
鼻
の
苫
）
、
淫
行
（
“
胃
昌
昌
騨
）
、
所
得
（
冨
烏
国
冒
）
よ
り
離

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
虚
偽
と
は
非
真
実
（
閉
胃
）
を
語
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
妄
語
で
あ
る
。
所
得
と
は
＄
田
地
家
屋
～
金
銀
、

穀
物
、
貨
宝
等
を
所
有
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
一
切
を
離
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
所
得
と
は
欲
求
（
目
目
。
目
）
で
あ
る
、
と
も
説

か
れ
て
い
る
が
、
物
を
所
得
し
よ
う
と
す
る
欲
望
の
意
味
に
解
釈

長

崎

法
潤
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さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
五
禁
戒
は
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
の
独
創

で
は
な
く
、
パ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
の
四
つ
の
道
徳
法
が
も
と
に
な
っ

て
い
る
。
初
め
の
三
は
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
の
禁
戒
と
一
致
す
る
。

第
四
の
道
徳
法
は
、
約
二
五
○
年
経
た
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
の
時
代

に
は
典
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
の
で
、
明
確
に
す
る
た
め
に
そ
れ
を

不
婬
と
不
所
得
と
に
分
け
て
五
禁
戒
を
説
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
禁
戒
は
、
完
全
に
厳
し
く
励
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
出

家
者
の
た
め
の
大
禁
戒
（
日
蝕
目
ぐ
３
国
）
と
、
部
分
的
に
緩
和
し
た

在
家
信
者
の
倫
理
規
定
で
あ
る
小
禁
戒
（
四
口
冒
ぐ
３
国
）
と
に
分
け
ら

れ
る
。
さ
ら
に
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
は
、
在
家
信
者
の
た
め
に
、
小

禁
戒
の
補
助
的
な
役
割
を
な
す
七
種
の
戒
禁
（
閏
胃
３
３
）
を
説

い
て
い
る
（
ロ
ぐ
ぃ
ぐ
倒
冒
弓
・
倉
・
）
。
七
種
と
は
、
三
種
の
徳
禁
戒

（
唱
箇
罰
国
冨
）
と
四
種
の
学
禁
戒
魯
砺
腎
国
富
）
と
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
徳
禁
戒
は
、
殺
生
を
で
き
る
限
り
少
く
す
る
た
め
に
在
家
信

者
の
「
㈲
方
位
」
と
「
○
場
所
」
に
関
す
る
行
動
範
囲
を
制
限
し
、

言
葉
使
い
、
行
為
等
に
よ
る
「
㈲
無
意
味
な
段
傷
」
を
離
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

徳
禁
戒
は
、
小
禁
戒
を
補
足
す
る
消
極
的
な
規
定
で
あ
る
の
に

対
し
、
学
禁
戒
は
在
家
信
者
に
積
極
的
に
出
世
間
的
な
宗
教
生
活

を
す
す
め
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
反
省
冥
想
（
３
‐

冒
母
時
四
）
、
○
断
食
精
進
日
（
冒
○
穏
呂
ｏ
冨
乱
＄
）
、
日
飲
食
そ
の

他
の
受
用
（
息
四
ｇ
品
名
§
ｇ
ｏ
鴨
）
、
画
客
僧
の
供
養
（
豊
昏
§
日
‐

鼠
ｇ
樹
騨
）
で
あ
る
。
「
反
省
冥
想
」
の
禁
戒
と
は
、
一
日
三
回
、
少

く
と
も
二
回
坐
禅
を
実
践
し
、
経
典
を
読
む
こ
と
で
あ
る
。
「
断

食
精
進
日
」
の
禁
戒
と
は
、
半
月
の
八
日
、
十
四
日
、
十
五
日
に
、

一
ケ
月
に
計
六
日
（
八
、
十
四
、
十
五
、
一
千
三
、
二
十
九
、
三
十
）
、

出
家
僧
の
指
導
の
も
と
で
断
食
精
進
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
断
食
を
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
水
浴
を
せ
ず
、
殺
生
等
を
犯

す
行
為
を
せ
ず
、
不
婬
を
守
り
、
出
家
僧
に
近
い
生
活
を
す
る
。

「
飲
食
そ
の
他
の
受
用
」
の
禁
戒
と
は
、
飲
食
物
の
種
類
を
限
定

し
、
殺
生
を
犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
。
動
物
を
殺
し
た
り
、

害
し
た
り
す
る
恐
れ
の
あ
る
肉
、
蜂
蜜
を
食
、
へ
な
い
。
酒
や
麻
薬

等
は
人
間
を
粗
暴
に
す
る
か
ら
飲
ま
な
い
。
大
蒜
や
根
等
は
多
数

の
生
命
か
ら
成
っ
て
い
る
か
ら
食
べ
な
い
。
飲
食
物
以
外
で
は
、

不
適
当
な
装
身
具
と
か
風
変
り
な
服
を
用
い
な
い
。
「
客
僧
の
供

養
」
の
禁
戒
と
は
、
出
家
者
に
布
施
す
る
場
合
の
規
定
で
あ
り
、

そ
の
心
が
ま
え
が
説
か
れ
て
い
る
。

以
上
、
在
家
信
者
が
守
る
小
禁
戒
、
三
種
の
徳
禁
戒
、
四
種
の

学
禁
戒
を
と
り
あ
げ
、
略
説
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
古
く
か
ら
ジ
ャ

イ
ナ
教
信
者
が
守
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
は
、

在
家
信
者
で
あ
っ
て
も
出
家
僧
に
近
い
生
活
を
一
定
の
日
時
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
家
僧
の
生
活
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
の
↑
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言
う
ま
で
も
な
く
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
小
禁
戒
は
、
佛
教
で
は
在

家
信
者
す
な
わ
ち
優
婆
塞
（
口
忌
ゅ
鳥
画
）
に
な
る
た
め
に
表
白
す
る

三
帰
五
戒
の
う
ち
の
五
戒
に
相
当
す
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
禁
戒
の

歴
史
は
古
く
、
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
が
。
ハ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
の
四
つ
の

道
徳
法
を
も
と
に
し
て
作
り
あ
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
す
で
に
述
べ

た
が
、
禁
戒
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
初
期
か
ら
守
ら
れ
て
い
た
倫
理
規

定
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
佛
教
で
は
、
そ
の
当
初
か
ら
在
家
信

者
が
五
戒
を
受
持
す
る
こ
と
が
必
須
条
件
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
』
フ
か
。

漢
訳
長
阿
含
経
巻
一
五
（
大
一
、
五
六
ｂ
）
、
中
阿
含
経
巻
六
（
大

一
、
四
六
○
ａ
）
等
に
は
魁
三
帰
五
戒
を
受
持
し
て
在
家
信
者
に
な

っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
漢
訳
阿
含
経
に

は
、
五
戒
を
受
持
せ
ず
、
三
帰
依
の
み
に
よ
っ
て
在
家
信
者
に
な

る
こ
と
を
言
う
個
所
が
多
い
。
さ
ら
に

「
我
今
重
自
歸
二
佛
法
衆
毛
願
聴
爲
二
優
婆
塞
如
壼
二
形
壽
↓
不
二

敢
復
殺
ご
（
増
一
阿
含
巻
二
六
、
大
二
、
六
九
八
ｂ
、
巻
二
四
、

大
、
二
、
六
八
○
ｂ
）

と
言
う
よ
う
に
、
一
戒
の
み
の
受
持
を
伝
え
る
経
典
も
あ
る
。
そ

が
在
家
信
者
の
理
想
で
あ
る
。

一
一

れ
に
対
し
て
、
パ
ー
リ
の
原
始
経
典
に
お
い
て
は
三
帰
五
戒
を
説

く
個
所
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
三
帰
依
の
み
に
よ
っ
て
在
家
信

者
に
な
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

パ
ー
リ
の
原
始
経
典
に
は
三
帰
依
の
み
に
よ
っ
て
在
家
信
者
に

な
り
う
る
こ
と
を
言
い
、
五
戒
を
必
要
条
件
に
し
て
い
な
い
こ
と
、

さ
ら
に
漢
訳
阿
含
経
に
お
い
て
は
、
三
帰
五
戒
を
説
く
個
所
も
あ

る
け
れ
ど
も
、
三
帰
依
の
み
を
説
く
経
典
が
多
く
見
出
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
原
始
佛
教
の
当
初
は
三
帰

依
す
な
わ
ち
三
宝
に
対
す
る
帰
依
と
信
仰
の
み
に
よ
っ
て
在
家
信

者
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
え
一
戒
で
も
五
戒
で
も
受
持

す
る
者
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
か
な
ら
ず
し
も
戒
の
受
持
は
信
者

に
な
る
た
め
の
必
須
条
件
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
五
戒
が
在
家
信
者
に
な
る
た
め
に
受
持
せ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
定
着
し
た
の
は
、
か
な
り
後
に
な
っ
て
か
ら
の

よ
う
で
あ
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
禁
戒
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
初
期
か
ら

守
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
比
し
て
、
佛
教
の
五
戒
の
成
立
と
定
着

は
、
禁
戒
よ
り
後
で
あ
る
。

佛
教
の
五
戒
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
小
禁
戒
と
の
相
違
は
、
第
五
の

不
飲
酒
戒
と
不
所
得
禁
戒
の
み
で
あ
る
。
不
所
得
に
相
当
す
る
禁

三
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戒
は
五
戒
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
不
飲
酒
戒
に
相
当

す
る
戒
は
禁
戒
に
は
な
い
。
ジ
ヤ
イ
ナ
教
で
は
、
小
禁
戒
を
補
助

す
る
も
の
と
し
て
三
種
の
徳
禁
戒
と
四
種
の
学
禁
戒
と
を
定
め
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
す
で
に
述
録
へ
た
が
、
学
禁
戒
の
第
三
は
「
飲

食
そ
の
他
の
受
用
」
の
禁
戒
で
あ
る
。
そ
の
中
に
酒
類
は
、
麻
薬

と
同
様
に
、
人
間
を
粗
暴
に
す
る
か
ら
飲
む
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
不
所
得
禁
戒
は
、
大
禁
戒
で
は
一
切
の
所

得
を
禁
じ
、
小
禁
戒
で
は
自
分
の
定
め
た
限
度
を
越
え
て
も
の
を

所
有
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
僧
は
そ
れ
を
守
り
、
一

切
の
所
有
物
か
ら
離
れ
る
。
在
家
信
者
に
と
っ
て
は
所
有
物
に
関

し
て
満
足
を
知
る
精
神
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
佛
教
の
在
家
信

者
が
守
る
倫
理
規
定
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
信
者
も
守
っ
て
い
る
が
、
佛

教
で
は
な
ぜ
不
所
得
を
除
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る

前
に
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
禁
戒
が
ど
の
よ
う
に
原
始
佛
典
の
中
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
か
、
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
応
部
経
典
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
大
徳
よ
、
’
一
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
は
弟
子
等
の
た
め

に
是
の
如
く
法
を
説
く
、
『
誰
人
に
て
も
生
命
を
破
却
す
る

（
圃
菌
日
胃
自
署
の
芦
）
も
の
は
総
て
離
去
処
・
地
獄
に
堕

っ
。
誰
人
に
て
も
与
へ
ら
れ
ざ
る
も
の
を
取
る
（
且
旨
目
昌

旦
営
騨
は
）
も
の
は
総
て
離
去
処
・
地
獄
に
堕
っ
。
誰
人
に
て

も
諸
欲
に
お
い
て
邪
ま
に
行
う
（
圃
目
の
ぃ
口
目
Ｃ
Ｏ
目
。
肖
沙
は
）

も
の
は
総
て
離
去
処
・
地
獄
に
堕
っ
。
誰
人
に
て
も
妄
り
て

語
る
（
日
ロ
、
帥
ｇ
四
目
ｇ
も
の
は
総
て
離
去
処
・
地
獄
に
堕
つ
。

凡
そ
住
す
る
所
多
け
れ
ば
、
そ
の
多
き
に
随
っ
て
導
き
去
ら

る
』
と
、
大
徳
よ
、
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
は
是
の
如

く
弟
子
等
の
た
め
に
法
を
説
く
、
と
。

聚
落
主
（
ア
シ
、
ハ
ン
ダ
ヵ
プ
ッ
タ
）
よ
、
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ

プ
ッ
タ
の
教
の
如
く
『
凡
そ
住
す
る
所
多
け
れ
ば
、
そ
の
多

き
に
随
い
て
導
き
去
ら
る
」
と
若
し
是
の
如
く
な
ら
ば
、
何

人
も
離
去
処
・
地
獄
に
堕
つ
る
も
の
な
か
る
べ
し
。
」
命
ｚ

患
．
興
目
ぐ
〕
や
望
己

こ
の
経
典
は
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
波
婆
離
迦
蓄
羅
林
（
厨
ぐ
腎
房
四
日
‐

ｇ
く
鯉
口
四
）
に
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ヅ
ダ
が
居
ら
れ
た
と
き
、
ナ
ー
ラ
ン

ダ
村
の
聚
落
主
ア
シ
バ
ン
ダ
カ
プ
ッ
タ
（
嚴
号
四
口
目
烏
§
鼻
３
）
が

ブ
ッ
ダ
を
詣
で
た
と
き
に
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
。
ア
シ
バ
ン
ダ
カ
プ
ッ
タ
は
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ

タ
、
す
な
わ
ち
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
の
信
者
で
あ
っ
た
。
彼
が
ジ
ャ

イ
ナ
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
相
応
部
四
二
・
九
、
雑

阿
含
経
三
二
・
一
○
、
相
応
部
四
二
・
六
、
四
二
。
七
な
ど
に
も

あ
り
、
彼
は
ブ
ッ
ダ
に
論
破
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
相
応
部
経
典
の
内
容
は
、
ブ
ッ
ダ
が
彼
に
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「
聚
落
主
よ
、
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
は
弟
子
等
の
た
め
に

如
何
に
法
を
説
く
か
」
と
い
う
問
に
対
し
て
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

殺
生
、
倫
盗
、
邪
婬
、
妄
語
、
す
な
わ
ち
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
禁
戒
を

破
る
者
は
す
べ
て
、
そ
の
果
報
と
し
て
地
獄
に
堕
す
る
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
禁
戒
を
破
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
果
報
を
得
る
こ

と
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
聖
典
に
一
般
に
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
ア
シ
バ
ン
ダ
カ
プ
ッ
タ
の
伝
え
る
こ
の
一
一
ガ
ン

タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
の
説
に
お
け
る
「
凡
そ
住
す
る
所
多
け
れ
ば
、

そ
の
多
き
に
随
い
て
導
き
去
ら
る
（
忌
日
ｇ
冒
厨
昌
制
日
冨
目
冨
日

ぐ
旨
胃
島
蔚
目
前
目
昌
ご
騨
陣
）
」
と
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ
う

か
。
ニ
ガ
ソ
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
の
説
く
禁
戒
で
あ
る
な
ら
ば
、

第
五
番
目
に
不
所
得
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
凡

そ
云
々
」
は
所
得
と
関
係
し
て
理
解
す
簿
へ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

と
も
所
得
と
関
係
な
く
解
釈
す
寺
へ
き
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
所
得
と

関
係
が
な
け
れ
ば
、
第
五
の
禁
戒
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な

り
、
’
一
ガ
ン
タ
の
説
と
し
て
完
全
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に

な
る
。パ
ー
リ
相
応
部
の
こ
の
個
所
に
相
当
す
る
雑
阿
含
経
三
二
・
一

二
（
大
一
、
三
一
二
ｃ
）
で
は
、

「
殺
生
者
一
切
皆
堕
二
泥
梨
中
圭
以
二
多
行
一
故
則
將
至
し
彼
。

如
レ
是
盗
邪
婬
妄
語
皆
喧
二
泥
梨
中
や
以
二
多
行
一
故
則
將
至

〃
彼
」

と
説
か
れ
、
「
凡
そ
云
々
」
に
相
当
す
る
「
以
多
行
故
則
将
至
彼
」

は
殺
生
、
倫
盗
、
邪
婬
、
妄
語
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
別
訳
雑
阿
含
経
七
。
一
○
（
大
一
、
四
二
四
ｃ
）

で
は
、
「
晴
作
時
多
、
必
堕
地
獄
」
と
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
そ
れ

ぞ
れ
の
徳
目
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
‐
・
ハ
ー
リ

の
相
応
部
経
典
も
、
漢
訳
と
同
じ
よ
う
に
解
釈
す
尋
へ
き
で
あ
り
、

「
凡
そ
云
狗
」
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
所
得
に
相
当
す
べ
き
も
の
で
は

な
か
ろ
う
。

相
応
部
経
典
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

「
聚
落
主
よ
、
汝
こ
れ
を
如
何
が
思
惟
す
る
、
『
凡
そ
人
あ

り
生
命
を
破
却
す
る
に
、
或
は
夜
間
或
は
昼
間
と
、
時
よ
り

時
を
経
て
、
彼
が
生
命
を
破
却
す
る
と
、
彼
が
生
命
を
破
却

せ
ざ
る
と
、
何
れ
が
よ
り
大
な
る
時
間
と
な
す
』
と
。

『
大
徳
よ
、
凡
そ
人
あ
り
生
命
を
破
却
す
る
に
、
或
は
夜
間

或
は
昼
間
と
、
時
よ
り
時
を
経
て
、
｜
彼
が
生
命
を
破
却
す
る
、

そ
の
時
間
は
短
く
『
而
し
て
彼
が
生
命
を
破
却
せ
ざ
る
、
そ

の
時
間
は
長
し
』
と
。

聚
落
主
よ
、
’
一
ガ
ン
タ
。
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
の
教
の
如
く

『
凡
そ
住
す
る
所
多
け
れ
ば
、
そ
の
多
き
に
随
い
て
導
き
去

ら
る
』
と
若
し
是
の
如
く
な
ら
ば
、
何
人
も
離
去
処
・
地
獄
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に
堕
つ
る
も
の
な
か
る
べ
し
」
命
ｚ
侭
．
鈩
弓
》
や
臼
聖

続
い
て
同
じ
よ
う
に
倫
盗
、
邪
婬
、
妄
語
に
つ
い
て
も
述
零
へ
ら
れ

て
い
る
。
’
一
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

殺
生
等
を
多
く
犯
せ
ば
犯
す
ほ
ど
、
そ
れ
に
よ
っ
て
果
報
と
し
て

地
獄
に
堕
ち
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ブ
ッ
ダ
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
信
者
で
あ
る
ア
シ
バ
ン
ダ

カ
プ
ッ
タ
を
論
破
し
よ
う
と
す
る
。
夜
間
、
昼
間
、
殺
生
を
犯
す

時
は
、
実
際
に
は
短
く
、
い
く
ら
殺
生
等
を
犯
す
と
は
い
え
、
犯

さ
な
い
時
間
の
方
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
も
し

「
凡
そ
住
す
る
所
多
け
れ
ば
、
そ
の
多
き
に
随
い
て
導
き
去
ら
る
」

と
言
う
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
長
く
時
間
を
か
け
て
い
る
方
に
し

た
が
う
な
ら
ば
、
殺
生
等
を
犯
し
て
い
な
い
時
間
が
長
い
か
ら
、

誰
も
地
獄
に
堕
す
る
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ブ
ッ
ダ
は
そ
の
よ
う

に
論
破
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
こ
の
経
典
は
、
全
く
佛
教
の
立

場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
教
え
を
正
し
く

伝
え
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
禁
戒
の
徳
目
の
順

位
が
佛
教
の
五
戒
の
順
位
に
な
ら
零
へ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
言

え
そ
う
で
あ
る
。
所
得
が
こ
こ
で
説
か
れ
て
い
な
い
の
も
、
佛
教

の
立
場
か
ら
問
題
に
な
ら
な
い
か
ら
除
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

問
題
と
し
て
い
る
相
応
部
経
典
の
内
容
は
、
さ
ら
に
別
の
角
度

か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
の
「
ニ
ガ
ン
タ
・

ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
は
弟
子
等
の
た
め
に
如
何
に
法
（
目
四
日
日
四
）
を
説

く
か
」
と
い
う
問
に
対
し
、
「
大
徳
よ
、
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ

タ
は
弟
子
等
の
た
め
に
是
の
如
く
法
を
説
く
」
と
答
え
て
、
「
何

人
に
て
も
生
命
を
破
却
す
る
も
の
は
離
去
処
。
地
獄
に
堕
っ
、
云

々
」
と
述
べ
て
い
る
。
原
始
佛
典
に
お
い
て
五
戒
に
相
当
す
る
内

容
を
五
法
令
目
８
‐
号
四
日
目
巴
と
呼
ん
で
い
る
例
は
見
ら
れ
る

（
Ｐ
ｚ
昌
胃
》
や
ｇ
望
。
し
か
し
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
例
の
よ
う
に
、

禁
戒
と
か
戒
の
徳
目
を
法
と
呼
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
ジ
ャ
イ

ナ
教
の
禁
戒
徳
目
そ
の
も
の
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
の
で
は
な
く
、

ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ
・
タ
が
信
者
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
教
え

を
説
く
の
か
を
ブ
ッ
ダ
が
尋
ね
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

殺
生
、
倫
盗
、
邪
婬
、
妄
語
と
い
う
悪
を
犯
す
者
は
、
す
べ
て
地

獄
に
堕
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
悪
を
多
く
犯
せ
ば
犯
す
ほ
ど
、
そ
の

結
果
地
獄
に
堕
す
る
、
と
一
一
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
は
説
い
て

い
る
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
四
徳
目
の
み
を
説
き
、

な
ぜ
第
五
の
「
所
得
」
を
除
い
た
の
か
、
依
然
疑
問
で
あ
る
。

相
応
部
経
典
が
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
の
教
え
を
引
用
し

四
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た
目
的
は
、
そ
の
教
え
を
手
が
か
り
に
し
て
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
の

ア
シ
バ
ン
ダ
カ
プ
ッ
タ
が
佛
教
徒
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
で

あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ブ
ッ
ダ
は
対
機
説
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
々
の
能
力
、
理
解
、
境
遇
等
に
あ
わ
せ
て
法
を
説
か
れ

た
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
に
対
し
て
は
、
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ

の
教
え
を
述
べ
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
佛
教
の
世
界
に
導
き
入
れ
よ
う

と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ブ
ッ
ダ
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
も
佛
教
に
も
共

通
す
る
殺
生
等
の
四
徳
目
に
関
す
る
教
え
を
も
と
に
し
て
、
十
善

業
道
の
教
え
に
関
説
し
て
い
る
。

十
善
業
道
と
は
、
日
殺
生
の
遠
離
（
制
胤
は
制
薗
ぐ
①
日
日
騨
昌
）
、

○
不
与
取
の
遠
離
（
且
白
目
目
呂
蕪
①
３
日
騨
昌
）
、
匂
愛
欲
に
お
け
る

邪
行
の
遠
離
（
圃
日
。
目
目
Ｃ
Ｏ
目
＆
風
ど
の
日
日
四
日
）
。
口
妄
語
の
遠

離
（
日
ロ
の
習
働
目
ぐ
の
国
目
四
日
）
、
⑤
両
舌
の
遠
離
（
豆
の
冒
呂
冨
乱
３
冨

ぐ
の
国
日
四
日
）
、
㈹
鹿
悪
語
の
遠
離
（
嘗
胃
口
出
冒
乱
＆
制
ぐ
①
園
日
凹
冒
）
、

㈲
綺
語
の
遠
離
（
の
自
吾
騨
弓
鳥
目
ぐ
の
３
日
僅
昌
）
、
㈹
無
貧
（
四
目
‐

冒
竺
目
）
、
㈹
無
腹
（
四
ぐ
圃
温
§
）
、
㈹
正
見
（
８
日
目
且
黛
巨
）
で
あ

る
。
そ
こ
で
五
戒
な
ら
び
に
禁
戒
と
比
岐
す
る
な
ら
ば
、
最
初
の

不
殺
生
、
不
倫
盗
、
不
邪
婬
、
不
妄
語
ま
で
は
同
じ
で
あ
る
。
し

か
し
五
戒
、
小
禁
戒
に
お
け
る
妄
語
の
内
容
は
、
十
善
で
は
妄
語
、

両
舌
、
鹿
悪
語
、
綺
語
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
十
善

の
第
七
ま
で
は
五
戒
、
禁
戒
の
四
徳
目
と
一
致
す
る
。
不
飲
酒
戒
、

不
所
得
に
相
当
す
る
徳
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
十
善
は
業
と
関

係
し
て
説
か
れ
、
最
初
の
三
徳
目
は
身
業
、
妄
語
か
ら
綺
語
ま
で

は
口
業
に
相
当
す
る
。
無
貧
、
無
愼
、
正
見
は
意
業
に
関
係
す
る
。

無
貧
は
、
貧
り
の
心
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
無
瞑
は
＄
他
に
対

す
る
怒
り
を
離
れ
、
す
べ
て
の
生
類
が
無
怨
、
無
害
、
無
悩
、
安

楽
に
な
る
こ
と
を
求
め
る
心
で
あ
る
。
正
見
は
、
善
悪
業
の
異
熟

果
が
あ
る
こ
と
を
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
正
見
は
、
八
聖
道

の
最
初
の
正
見
（
の
四
日
日
且
黛
冨
）
と
同
じ
語
で
あ
る
。
八
聖
道
に
お

け
る
正
見
と
は
、
四
諦
に
対
す
る
智
、
す
な
わ
ち
佛
教
真
理
に
対

す
る
正
し
い
見
解
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
十
善
に
お
け
る
正
見

も
正
し
い
見
解
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
が
、
十
善
は
在
家
信

者
に
対
す
る
教
え
で
あ
る
か
ら
、
正
し
い
見
解
と
は
、
ブ
ッ
ダ
の

教
え
に
関
す
る
正
し
い
見
解
と
い
う
意
味
に
理
解
で
き
る
。
十
善

は
業
と
の
関
係
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
善
悪
の
業
の
果

報
が
あ
る
こ
と
を
正
し
く
信
ず
る
と
い
う
解
釈
も
成
立
す
る
。

問
題
と
し
て
い
る
相
応
部
経
典
に
お
い
て
、
ブ
ッ
ダ
は
殺
生
、

倫
盗
、
邪
婬
、
妄
語
を
業
に
結
び
つ
け
、
十
善
業
道
を
説
い
て
い

る
。
つ
づ
い
て
、
十
善
を
守
っ
た
聖
弟
子
は
貧
欲
を
離
れ
、
悪
心

を
離
れ
、
迷
い
な
く
、
正
知
正
念
に
し
て
慈
を
と
も
な
う
心
を
も

っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
方
角
に
お
い
て
怨
心
な
く
、

悪
心
の
な
い
心
を
も
つ
に
至
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
例
を
も
っ
て
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ブ
ッ
ダ
は
説
い
て
い
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
の
ア
シ

バ
ン
ダ
カ
プ
ッ
タ
は
、
ブ
ッ
ダ
に
帰
依
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
～
問
題
と
し
て
い
る
相
応
部
経
典
に
お

い
て
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ヅ
タ
の
説
と
し
て
不
殺
生
、
不
倫
盗
、

不
邪
婬
、
不
妄
語
の
み
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
解
釈
が

な
り
た
つ
。
つ
ま
り
、
十
善
業
道
の
教
え
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
イ
ナ

教
徒
の
ア
シ
バ
ン
ダ
カ
プ
ッ
タ
を
佛
教
に
導
き
入
れ
た
こ
と
を
述

今
へ
る
た
め
に
伝
え
ら
れ
た
教
典
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

こ
に
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
禁
戒
が
正
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ジ

ャ
イ
ナ
教
の
教
え
に
よ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
不
所
得
が
含
ま
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
十
善
業
道
に
導
く
内

容
で
あ
る
た
め
に
、
十
善
と
共
通
す
る
禁
戒
の
み
を
あ
げ
、
不
所

得
を
そ
の
中
に
含
め
て
は
い
な
い
。
佛
典
の
伝
え
る
外
教
の
教
え

は
、
正
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
佛

教
の
立
場
か
ら
と
ら
え
た
も
の
を
伝
え
て
い
る
た
め
に
、
必
ず
し

も
正
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
今
の
場
合
は
そ

の
一
例
で
あ
る
。

さ
て
、
佛
教
の
五
戒
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
禁
戒
の
影
響
を
う
け
て

成
立
し
た
こ
と
に
つ
い
て
す
で
に
述
雫
へ
た
が
、
佛
教
で
は
な
ぜ
ジ

ャ
イ
ナ
教
の
不
所
得
を
除
き
、
そ
こ
に
不
飲
酒
戒
を
入
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
今
ま
で
見
た
原
始
佛
教
々
典
に
は
そ
の
理
由
が
何
ら

述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

不
殺
生
、
不
倫
盗
、
不
邪
婬
、
不
妄
語
は
、
ど
の
宗
教
に
も
通

ず
る
倫
理
規
定
で
あ
る
。
。
ハ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
が
定
め
た
四
法
の
中

に
も
不
邪
婬
の
意
味
が
含
ま
れ
、
不
殺
生
か
ら
不
妄
語
ま
で
は
．
〈

－
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
の
教
え
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
・
ハ
ー

ル
シ
ュ
ヴ
ァ
の
教
え
の
中
に
も
不
所
得
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
不
邪
婬
と
結
び
つ
い
て
あ
い
ま
い
な
意
味
で
し

か
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
明
瞭
に
し
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

独
自
の
禁
戒
を
作
り
あ
げ
た
の
は
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
で
あ
る
。
恐

ら
く
、
ブ
ッ
ダ
な
ら
び
に
佛
弟
子
達
は
、
四
法
を
守
る
パ
ー
ル
シ

ュ
ヴ
ァ
の
教
徒
が
い
る
の
も
、
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
の
信
奉
者
が
五

禁
戒
を
守
っ
て
い
る
の
も
知
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
ブ
ッ
ダ

は
、
不
殺
生
か
ら
不
妄
語
ま
で
は
、
一
般
的
な
倫
理
規
定
で
あ
る

か
ら
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
こ
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
独
自
の

不
所
得
を
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
佛
教
興
起
の
初
め
か
ら
不
飲
酒
戒
が
成
立
し
て
い
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
五
戒
が
佛
教
徒

に
な
る
た
め
に
受
持
す
る
戒
と
し
て
定
着
し
た
の
は
早
い
時
期
で

は
な
い
。
不
飲
酒
戒
は
そ
の
う
ち
最
も
後
に
五
戒
の
中
に
く
み
こ

ま
れ
た
こ
、
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
を
予
想
さ
せ
る
の
は
、
先
に

と
り
あ
げ
た
十
善
業
道
の
教
え
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
善
業
道
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の
中
に
飲
酒
を
禁
止
す
る
徳
目
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
十

善
業
道
は
、
五
戒
が
信
者
の
受
持
す
べ
き
も
の
と
し
て
定
着
す
る

以
前
か
ら
、
在
家
者
に
対
す
る
教
え
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
長
部
二
七
、
起
世
因
本
経
（
ぐ
巳
＆
】
ｐ
ｇ
ｉ
）
に
は
、
人

間
の
貴
賎
は
四
姓
の
如
き
階
級
の
上
下
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
人

格
的
な
価
値
の
有
無
に
よ
る
こ
と
を
教
え
る
た
め
に
、
ブ
ッ
ダ
は

十
善
業
道
の
教
え
に
よ
っ
て
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ラ
モ

ン
の
中
に
も
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ャ
…
：
．
ス
ー
ド
ラ
の
中
に
も
、
同
じ

よ
う
に
十
善
を
犯
す
者
も
見
ら
れ
る
し
、
十
善
を
守
る
者
も
見
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
四
姓
は
平
等
で
あ
る
こ
と
を
力
強
く
説
き
、

最
後
に
佛
弟
子
と
な
っ
て
諸
漏
を
減
し
、
作
す
録
へ
き
こ
と
を
作
し

終
り
、
解
脱
し
た
者
は
、
最
上
者
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

十
善
の
教
え
は
数
多
く
説
か
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
例
を
あ
げ

れ
ば
、
梵
網
経
（
ｐ
ｚ
ぐ
。
］
息
》
喝
．
十
ｓ
に
は
、
ブ
ッ
ダ
が
十
善
の

う
ち
綺
語
を
離
れ
る
七
善
ま
で
を
守
り
、
そ
の
う
え
非
時
食
を
離

れ
、
演
劇
、
歌
謡
、
舞
楽
の
娯
楽
を
見
る
こ
と
を
離
れ
、
：
…
・
を

離
れ
て
い
る
か
ら
、
凡
夫
は
如
来
を
讃
嘆
し
て
語
る
、
と
凡
夫
の

立
場
か
ら
見
た
戒
を
記
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
当
然
含
ま
れ
て
い

て
も
よ
い
不
飲
酒
が
そ
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
飲

酒
は
、
当
時
そ
れ
ほ
ど
の
悪
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
不
飲
酒
が
五
戒
の
中
に
含
ま
れ
る
ま
で
に

は
、
か
な
り
期
間
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

律
蔵
経
分
別
（
ぐ
巳
醒
』
弓
．
ぢ
甲
巨
ｅ
に
ブ
ッ
ダ
が
飲
酒
を
禁

ず
る
に
い
た
っ
た
原
因
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
－
－
サ
ー
ン
ビ
ー
の

都
で
サ
ー
ガ
タ
比
丘
が
信
者
か
ら
嵐
骨
○
匿
働
酒
を
も
ら
っ
て
飲

み
、
町
の
入
口
で
倒
れ
て
い
た
の
で
サ
ン
ガ
に
つ
れ
帰
る
と
、
ブ

ッ
ダ
に
足
を
向
け
て
臥
し
た
。
そ
れ
を
見
た
ブ
ッ
ダ
は
、
如
来
に

従
順
で
あ
っ
た
サ
ー
ガ
タ
比
丘
が
こ
れ
ほ
ど
変
り
、
沙
門
で
は
な

い
、
飲
酒
は
悪
で
あ
る
、
と
教
え
て
い
る
。
教
団
内
に
そ
の
よ
う

な
出
来
事
が
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
当
時
修
行

者
の
間
で
飲
酒
す
る
者
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
布
施
す

る
信
者
も
そ
れ
を
悪
い
こ
と
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

梵
網
経
に
お
い
て
凡
夫
が
如
来
を
讃
嘆
す
る
の
に
用
い
た
戒
の
中

に
不
飲
酒
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
凡
夫
は
飲
酒
を
悪
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。
古
代
イ
ン

ド
で
酒
が
い
つ
頃
か
ら
飲
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
害
が
い
つ

頃
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

が
、
不
飲
酒
を
強
調
し
た
の
は
、
ど
の
沙
門
よ
り
も
ブ
ッ
ダ
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
が
ジ
ャ
イ
ナ
教
ま
た
は
一
般

の
倫
理
思
想
を
採
用
し
、
そ
こ
に
不
飲
酒
戒
を
お
い
た
の
は
、
当

時
の
社
会
的
な
背
景
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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佛
教
の
五
戒
は
、
当
時
の
一
般
思
想
界
で
説
か
れ
て
い
る
倫
理

思
想
の
影
響
を
う
け
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
う
ち
と

く
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
禁
戒
か
ら
の
影
響
を
強
く
う
け
て
成
立
し
た

と
思
わ
れ
る
。
原
始
佛
典
の
う
ち
最
古
に
属
す
る
ス
ッ
タ
’
一
。
〈
－

タ
や
法
句
経
の
中
に
具
体
的
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
法

句
経
二
四
六
’
七
に
、
五
戒
の
徳
目
が
不
殺
生
戒
、
不
妄
語
戒
、

不
倫
盗
戒
、
不
邪
婬
戒
、
不
飲
酒
戒
の
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
け
る
禁
戒
の
順
位
に
一
致
す
る
。
さ
ら

に
そ
こ
で
は
五
戒
と
呼
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

ス
ッ
タ
’
一
・
ハ
ー
タ
「
小
品
」
の
ダ
ン
ミ
カ
経
に
お
い
て
、
ブ
ッ

ダ
が
ダ
ン
ミ
カ
優
婆
塞
に
在
家
の
禁
戒
（
唱
冒
茸
冒
‐
ぐ
胃
薗
）
を
説

い
て
い
る
。
「
生
物
を
〔
自
ら
〕
害
す
べ
か
ら
ず
（
圃
愚
昌
国
沙
冨
口
騨
）
。

〔
他
を
し
て
〕
殺
さ
し
む
く
か
ら
ず
（
口
四
３
警
弾
遇
①
ご
餌
）
。

ま
た
他
の
人
々
が
殺
害
す
る
を
認
容
す
雫
へ
か
ら
ず
（
口
騨
・
晋
匡
‐

一
乱
鄙
冨
目
冨
冒
冨
獄
②
困
日
）
。
世
間
に
お
け
る
強
剛
な
る
、

又
は
戦
煙
す
る
、
一
切
生
類
に
対
し
て
答
杖
を
お
さ
む
》
ヘ

ー
レ
Ｏ
」
（
⑳
ロ
守
命
四
口
営
む
脚
守
凹
画
や
媚
）

五

自
ら
す
べ
か
ら
ず
、
他
を
し
て
せ
し
む
今
へ
か
ら
ず
、
他
の
人
々

が
す
る
の
を
認
容
す
毒
へ
か
ら
ず
、
と
い
う
こ
の
形
式
に
よ
っ
て
不

倫
盗
戒
、
不
妄
語
戒
、
不
飲
酒
戒
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
の
同
じ
形
式
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
古
層
聖
典
口
四
＄
ぐ
①
昌
冨
冒

胃
ぐ
の
中
に
大
禁
戒
を
述
奪
へ
る
の
に
用
い
て
い
る
。
ダ
ン
ミ
カ
経

は
在
家
信
者
の
五
戒
を
述
雫
へ
な
が
ら
、
五
戒
と
は
呼
ば
ず
、
在
家

の
禁
戒
（
ぐ
胃
冨
》
ぐ
３
３
）
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
も

加
え
て
考
え
る
と
き
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
禁
戒
に
よ
る
影
響
を
否
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
佛
教
サ
ン
ガ
の
成
立
し
た
初
期
の
頃
、

五
戒
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
禁
戒
に
よ
る
影
響
を
強
く
う
け
た
形
式
で

あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

同
じ
く
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
尋
へ
ら
れ
て

い
る
。

「
生
物
を
害
す
尋
へ
か
ら
ず
、
与
へ
ら
れ
ざ
る
を
取
る
べ
か
ら

ず
、
妄
を
語
る
べ
か
ら
ず
、
ま
た
飲
酒
者
た
る
罰
へ
か
ら
ず
、

婬
〔
事
た
る
〕
不
梵
行
を
ぱ
雛
る
籍
へ
し
、
夜
に
非
時
食
を
食

す
、
へ
か
ら
ず
。
花
環
を
著
く
蕪
へ
か
ら
ず
、
芳
香
を
用
ふ
く
か

ら
ず
、
地
上
に
敷
き
た
る
床
に
の
み
臥
す
零
へ
し
。
こ
れ
即
ち

八
支
の
布
薩
（
鼻
吾
凰
唱
冨
冒
ｇ
ｏ
“
鼻
冨
ｇ
）
な
る
も
の
に
し

て
、
苦
辺
を
尽
し
た
ま
ひ
し
佛
に
よ
り
て
説
か
れ
た
り
。

而
し
て
半
月
の
第
十
四
日
、
第
十
五
日
、
及
び
第
八
日
に
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布
薩
を
行
ふ
、
へ
し
。
ま
た
神
変
月
に
八
支
を
具
せ
る
〔
布
薩
〕

を
信
楽
せ
る
意
も
て
欠
か
さ
ず
〔
行
ふ
等
へ
し
〕
・
」
（
普
茸
秒
昌
‐

ご
画
庁
騨
吟
ｏ
ｏ
ｌ
い
つ
画
）

こ
れ
は
在
家
信
者
の
布
薩
に
つ
い
て
述
令
へ
た
も
の
で
あ
る
。
五

戒
を
受
け
た
信
者
が
＄
さ
ら
に
「
夜
に
非
時
食
を
食
舎
へ
な
い
」
（
不

非
時
食
戒
）
、
「
花
環
を
著
け
な
い
、
芳
香
を
用
い
な
い
」
（
不
塗
飾
香

童
戒
）
、
「
地
上
に
敷
い
た
床
に
臥
す
」
（
不
坐
高
広
大
淋
戒
）
と
い
う

三
戒
を
加
え
た
八
戒
を
守
り
、
出
家
に
近
い
生
活
を
送
る
か
ら
八

支
の
布
薩
と
呼
ば
れ
て
い
る
・
佛
教
で
は
在
家
の
八
斎
戒
（
呂
○
の
色
‐

ｇ
凰
嘔
｝
ｇ
ｏ
ぃ
秒
昏
⑳
）
と
い
わ
れ
る
。
斎
日
は
半
月
に
三
日
、
一
ヶ

月
に
合
計
六
日
（
八
、
一
四
、
一
五
、
二
三
、
二
九
、
三
○
）
に
な
る
か

ら
六
斎
日
と
い
う
。

布
薩
は
バ
ラ
モ
ン
教
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ジ
ャ

イ
ナ
教
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
す
で

に
述
韓
へ
た
よ
う
に
、
在
家
信
者
が
守
る
四
種
の
学
禁
戒
の
う
ち
の

第
二
が
「
断
食
精
進
日
（
胃
。
秘
号
。
冨
乱
、
四
）
」
の
禁
戒
で
あ
る
。

ロ
冒
乱
の
鱈
は
断
食
、
頁
○
笛
自
陣
は
布
薩
で
あ
る
。
一
ヶ
月
に
六

日
の
斎
日
も
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
斎
日
に
は
断
食
を
実
践
し
、

佛
教
の
五
戒
が
成
立
し
定
着
す
る
の
に
か
な
り
の
時
間
が
か
か

っ
て
い
る
が
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
は
古
く
か
ら
禁
戒
が
守
ら
れ
て
い

た
。
最
古
層
の
原
始
佛
典
で
あ
る
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
に
見
ら
れ
る

五
戒
の
表
現
形
式
が
、
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
禁

戒
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
佛
教
の
五

戒
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
禁
戒
の
影
響
の
も
と
で
成
立
し
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
在
家
信
者
が
一
定
の
日
に
守
る
八
斎
戒
も

す
で
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
学
禁
戒
の
中
に
あ
り
、
そ
の
ま
ま
の
か
た

ち
で
佛
教
徒
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

水
浴
を
せ
ず
、
芳
香
を
用
い
ず
、
化
粧
せ
ず
、
装
身
具
を
用
い
ず
、

不
婬
を
守
っ
て
出
家
僧
に
近
い
生
活
を
す
る
。
し
た
が
っ
て
ス
ッ

タ
ニ
パ
ー
タ
に
伝
え
る
在
家
信
者
の
布
薩
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

佛
教
に
お
け
る
八
斎
戒
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
「
断
食
精
進
日
」
の
禁

戒
を
採
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
点
に
つ

い
て
は
別
の
機
会
に
と
り
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
く
わ
し
く

論
ず
る
こ
と
を
省
略
し
た
い
。

｛
ハ
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